
平成 27 年度企業等の農業参入セミナー 開催要領 

 

 

１．開催目的   平成 21 年の農地法改正により、貸借であれば企業や NPO 法人等の一般法人（農業 

生産法人以外の法人）であっても参入が可能になりました。これにより、県内の農業 

参入法人数は改正前の 18法人から平成 27年３月末までに 80法人と大幅に増加してい 

ます。 

農地を守り活かす観点において、特に担い手が十分にいない地域では、企業の農業 

参入に期待が寄せられています。 

これら企業などの取り組みを、農地中間管理事業の活用もしつつ、地域と調和した 

形で推進していくため、本セミナーを開催します。 

 

２．主  催  岐阜県・岐阜県農業会議・（一社）岐阜県建設業協会 

 

３．開催日時  平成 27 年１０月６日（火）13:30～16:30 

開催場所  瑞穂市総合センター ２階 あじさいホール 

〒501-0222 瑞穂市別府 1283 TEL058-327-7588 

       

４．参 集 者  （１）県農業参入法人連絡協議会会員、協力会員 

（２）農業参入企業、農業参入に関心のある企業 

（３）県建設業協会会員 

                （４）市町村（農業委員会）、ＪＡ、県、国 

（５）関係機関                 ８０名 

 

５．内  容   

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

２ 研修「農業参入の状況とポイント」 

   説明者  岐阜県農業会議 

３ 取組報告「参入企業と取り組む耕作放棄地の再生」※1 

   報告者 笠松町農業委員会 

４ 実践報告「地域資源を活用した“うなぎいも”の取組み」※2 

   講師  浜松市 （有）コスモグリーン庭好 

 取締役部長 伊藤拓馬 氏 

５ 情報提供 

   県農業参入法人連絡協議会協力会員、県、関係機関 

６ 交流会・個別相談会 

     自由に参加者同士が情報交換 

７ 閉会 
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